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カリヨンとは：（フランス語：Carillon）教会の塔など
に吊り下げられる音程を異にする多数の鐘。16世紀
以来、特にフランドル地方（現フランス領）で発達し、
自動装置を持つものもある。赤十字の理念より「人道・
博愛・奉仕」を３つの鐘に投影した本学のシンボルと
して、平成８年の短大開学時に設置された。これに
ちなんで本学学園祭も「カリヨン祭」と呼ぶ。
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デジタルで見る防災活動　～新聞報道でふりかえる～
■2014年度掲載記事　…………………………………………………………
■2015年度掲載記事　………………………………………………………………

防災キャンプの始まりと経緯　

■ 及川先生にインタビュー　（文責：高田　由美）……………………………………
■「赤十字みんなの防災キャンプ」がめざすもの
 日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学　赤十字地域交流センター　センター長 廣渡　太郎　…
■キャンプを楽しみながら防災を学ぶ
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本赤十字秋田短期大学　助教 及川　真一　…

第８回「もっとクロス！大賞」で準グランプリ受賞！　…………

２０１５年度着任した若手教員からのメッセージ
　　　　　　　　　　　　　　～本学の災害救護訓練に参加して～　…………

私たちは、忘れない。

助　教　大山　一志　　助　手　小野　真美　　看護学部　助手　児玉　悠希
助　教　播摩　優子　　助　手　渡部加奈子　　看護学部　助教　渡邊　紘子
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「歴史をたどること」…それは現在の姿をより良く知り、将来を考えていくことにも繋がります。
東日本大震災からまもなく5年、過去から現在までの防災キャンプのあゆみをたどり、将来に
向けて何をしていけばよいのか、新聞記事のデータを通して考えてみませんか。

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学

デジタルで見る防災活動
～新聞報道でふりかえる～

秋田魁新報
2014年6月22日掲載

河北新報
2014年6月23日掲載
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河北新報
2014年6月23日掲載

河北新報　2014年７月30日掲載

秋田魁新報　2015年２月22日掲載

河北新報
2015年３月９日掲載

秋田魁新報
2015年３月８日掲載

河北新報　2015年１月27日掲載
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秋田魁新報
2015年３月11日掲載

河北魁新報
2015年３月12日掲載

河北魁新報
2015年３月12日掲載
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秋田魁新報　2015年６月27日掲載

河北魁新報
2015年３月12日掲載

河北新報　2015年11月11日掲載

秋田魁新報　2015年11月７日掲載

秋田魁新報　2015年７月25日掲載
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2011年～
こどもサマーキャンプ…大自然と遊ぼう！

　東日本大震災から１ヶ月も経たない、２０１１年４月１日に
及川先生は宮城県仙台市から秋田県へ移住とともに本学に着任
しました。秋田県は、東北の中でも震災の被害が比較的少ないに
も関わらず、こどもを含めた地域の方々は海を避けていました。
やはり、東日本大震災の影響が大きかったのでしょう。自然の中
での活動は、自然と調和して生きていくことの大切さを理解す
るだけではなく、決まりや規律を守ること、協力することの大切
さや自ら実践し創造する態度を学ぶなどの教育効果も期待され
ています。常日頃から大自然の恵みや素晴らしさを肌で感じ取っ
ていた及川先生は、こうした大自然から遠ざかりつつある秋田
のこども達へ、大自然から学ぶ体験プログラムを行いました。こ
れが防災キャンプの前身となった「こどもサマーキャンプ」の始
まりでした。

2012年～
東日本大震災の影響で遊び場を失ったこども達

　大震災で被害を受けたこども達の話になります。震災発生直
後から、及川先生は何度も被災地を訪れ、その際に東北各地の
避難所などで、どんな困難な状況であっても前向きに活躍する
こども達の姿を見てきたそうです。こども達の可能性は遊びを
通じて身につくものと言われております。しかし、残念なことに
被災地の遊び場は、瓦礫置き場などにより大きく変化しておりま
した。せっかくのバイタリティーを、発揮する場所が失われた
ままでした。そんなこども達に、今一度、大自然の中で力をおも
いっきり発揮し、開放してほしい。学校や日常では経験できない
ことに、楽しく挑戦してほしいという願いから、宮城県、岩手県、
福島県の各県から５０名を秋田に招いて、海、山、川で遊びを通
じて、秋田のこども達との交流を行いました。

2013年～
大自然の中で誰とでも仲良くしようよ！
　震災から２年目に入ったある日、及川先生のもとに一件の依
頼が入りました。 “他県から秋田へ避難しているこども達が土
地の生活に馴染めていない”というものでした。そこで、これ
まで行ってきた野外教育プログラムのもとで、他県から避難し
ているこども達と秋田県に住んでいるこどもとの交流を図るた
めに、海の家を貸し切ってサマーキャンプを行いました。

2014年～
赤十字みんなの防災キャンプへの発展と深化

　２０１１年から行ってきたこどもサマーキャンプですが、も
ともとは大自然の恵みや素晴らしさを理解するとともに、“命
を守ること”も強調してきました。４年目に入り、この原点に
立ち戻り、こどもサマーキャンプを発展させたのが現在本学
で取り組んでいる「赤十字みんなの防災キャンプ」です。今後、
ここ秋田を拠点とし、防災キャンプはますますの深化を遂げる
だろうと感じながら、及川先生へのインタビューを終えました。

（文責：高田由美）

防災キャンプの始まりと経緯
　現在、本学の防災キャンプに多大なる情熱と時間、エネルギーを注いでいらっしゃる
及川先生へ防災キャンプの始まりと今に至るまでのことについて伺いました。

秋田魁新報
2011年　８月７日掲載

防災キャンプの
始まりとなった

撮影日　2012年７月21日

撮影日　2013年７月20日

撮影日　2014年７月27日

撮影日　2012年７月21日

撮影日　2015年７月25日

撮影日　2012年７月22日
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　「赤十字みんなの防災キャンプ」は、東日
本大震災を経験して海辺や屋外で遊ぶ機
会を失った東北のこどもたちに再び笑顔を
取り戻したい、という思いからスタートしました。この取り組みは、
これからの赤十字を担う看護師や介護福祉士をめざす本学の学
生たちに、赤十字の理念に裏打ちされた災害・防災ボランティア
となるための赤十字ボランティア教育プログラムを提供し、その
学びの成果を、秋田のこどもたちや高齢者を含む住民のみなさ
んに還元・共有して地域社会に貢献することを目的としています。
ここで大切なのは、決められシナリオ通りに防災訓練を重ねるこ
とではなく、参加者一人ひとりが、問題に気づき、自ら考え、解決
に向けて行動する力を身につけること。同時に、キャンプの楽しさ
を実感しながら、防災・減災のエキスパートへと成長することです。
「赤十字みんなの防災キャンプ」をさらに発展させるべく、日本赤
十字社秋田県支部をはじめ、秋田赤十字病院、キャンピング用品
メーカーやスポーツショップなどの企業、自治体、NPO、報道機
関のみなさんとも密接に連携しながら、今後もこの取り組みを続
けていきたいと考えています。

　東日本大震災以降、全国各地で防災教
育の活動報告がされております。防災教育
の重要性はわかっているが、なかなかその
ような防災への取り組みに参加しづらい、難しそうなどの声も多く
聞かれます。防災教育は家庭環境から始めることが大切だと感じ
ております。防災教育を行う上で注意したいのは、無理にやらせよ
うとしないことです。「しなくてはいけない」を強いることで、「防災
はつまらない」という気持ちをもたせてしまう恐れがあるからです。
興味をもたせながら学ぶことが理想です。経験は心を強くします。
災害時の困難を疑似体験することで、万が一災害にあった時に心
に余裕が生まれます。
　そこで、考えたのがキャンプでした。電気やガス、通信手段が
ないキャンプは、ライフラインが途絶えた災害時に活かせる要素
が満載です。こうして楽しみながら覚えることが、災害発生時の
ストレスを軽減するのにも役立ちます。非日常の環境下で、いか
に災害を乗り切るかが防災であり、いかに快適に楽しむかがキャ
ンプです。キャンプを通じて、防災に対する知識やスキルを学ん
だ学生は、災害時のさまざまな問題解決に向けて、気づき・考え・
行動することの大切さと「実践力」を身につけました。

「赤十字みんなの防災キャンプ」がめざすもの
日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学
赤十字地域交流センター
　　　　　　　　　　　　　センター長

廣　渡　太　郎

キャンプを楽しみながら防災を学ぶ

日本赤十字秋田短期大学
　　　　　　　　　　　　　助　教

及　川　真　一

　本学の取り組みである「赤十字みんなの防災キャン
プ」が、第８回「もっとクロス！大賞」（２０１５年度）の
準グランプリに輝きました。「もっとクロス！大賞」は、
日本赤十字社が主催し、毎年全国の赤十字施設が取
り組んだ広報活動の中から優秀な事例を共有して広
報力を高めることを目的とするキャンペーンです。

　平成20年度より毎年開催されている
日本赤十字社もっとクロス！大賞。
　全国の日赤支部・病院・血液センター
などで取り組んでいる広報活動のコンテ
ストのことです。121エントリーの中から
ベストテンに残り全国の担当者の前でラ
ストプレゼンを行い、見事に準グランプリ
に輝きました。

第８回「もっとクロス！大賞」で準グランプリ受賞！



　5月8日、赤十字創設者のアンリー・デュナン生誕にちなんで制定された世界赤十字デーに、
日本赤十字社の公式マスコットキャラクター「ハートラちゃん」が誕生しました。

「苦しんでいる人を救いたい」という強い思いで、ハートランドの森からやってきたハートラちゃん。
おでこの赤十字標章、大きなハート型の耳や真っ白な体に赤いしま模様がチャームポイントです。

今後、日赤の活動を皆さんに広く知っていただくために活躍しますので、ハートラちゃんをどうぞ
よろしくお願いします。

日本赤十字社・公式マスコットキャラクター

が誕生しました！

2015年度着任した若手教員からのメッセージ
～本学の災害救護訓練に参加して～
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小　野　真　美
職　名／助手
出身地／秋田県秋田市
特技・趣味／マラソン

　本学の災害救護訓練は、全学生・全教
員が合同で行う訓練です。私は、主にトリ

アージ・搬送・応急処置班の学生と関わりました。学生同士
が積極的に声を出し合い協力する場面を通して、傷病者の気
持ちに寄り添った声かけや援助を行う姿をみることができまし
た。本学の教育は、人道に基づき人を尊重し、尊厳と権利を守
るという理念があります。災害救護訓練からは、その理念をも
とに訓練に参加する学生の姿勢を感じることが出来ました。

播　摩　優　子
職　名／助教
出身地／秋田県能代市
趣　味／読書、映画鑑賞

　平成27年９月に採用になりました播摩と
申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　災害救護訓練に参加させて頂き、実際に災害が起こったこ
とを想定し、学生が救護活動や避難所での支援活動などを懸
命に取り組む姿に感銘を受けました。このような学生時代か
らの取り組みが、災害時や実践の場で、対象者の立場に立っ
て考えながら、率先して支援活動ができる力になるのだと感じ
ました。

児　玉　悠　希
職　名／看護学部　助手
出身地／秋田県男鹿市（旧若美町）
特技・趣味／スノーボード、草野球、読書

　近年、全国各地で深刻な災害による被害
が報告されており、社会全体で被災者を支

援していこうという認識が強まっているように感じます。そのよ
うな背景を受けて災害支援に関わる教育に参加できたことは、
とてもうれしく思います。また、参加者にとっては、他者との協
力や自律的な活動の重要性の認識を育む良い機会であるとも
感じました。いざという時に生きるのは、人と人の絆であると
いうことを再認識するよい機会となりました。

大　山　一　志
職　名／助教　　出身地／青森県八戸市
趣　味／ルアーフィッシング

　本学に着任以来、はじめての災害救護訓練と
なりました。私は搬送の担当者として、訓練活動
を観察させていただきました。搬送班はトリアー

ジされた負傷者を重症度別にテントに搬送する役割を担っておりました。
次 と々押し寄せる傷病者を、優先順位を考えながら運ぶとともに、何度と
なくテントの間を行き来しなければならず大変な重労働となっておりまし
た。直向きに取り組む学生の姿に、赤十字としての理念が学生の中にしっ
かりと培われていることを実感いたしました。同時に、私自身もあらためて
赤十字の一員に加わったことと、その使命を自覚する機会となりました。

渡　部　加奈子
職　名／助手
出身地／秋田県三種町（旧八竜町）
特　技／バレーボール

　私は病院勤務時、赤十字の災害救護活動に
ついて知っていましたが、実際の災害救護に出

向くということはありませんでした。しかし本学に勤務し、災害救護
について私自身も学生とともに考え、その重要性を強く感じていま
す。今年度初めて本学の災害救護訓練に参加し、災害救護活動の
基礎的能力、的確かつ迅速な判断能力、支援者の役割等を学生
が理解し取り組む姿に、私自身、刺激を受けました。災害救護訓練
を通して、日頃からの取り組みや訓練の大切さを改めて感じました。
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私たちは、忘れない。

助　教　大山　一志　　助　手　小野　真美　　看護学部　助手　児玉　悠希
助　教　播摩　優子　　助　手　渡部加奈子　　看護学部　助教　渡邊　紘子

渡　邊　紘　子

　私は今年度初めて災害救護訓練に参加し、
避難所支援の主担当教員でした。看護学科お

よび介護福祉学科の２年生が支援者の役割でした。支援者の皆さ
んが避難者１人１人に目線を合わせ、思いに寄り添おうと努力する姿
に、大変感動したことを覚えています。将来専門職業人として支援す
る立場になった時、必ずや多くの方々のお役に立てることでしょう。災
害発生時、皆さんが自分の頭で考え、自ら行動することができるよう、
これからもより多くの経験を積み重ねて欲しいと思います。

職　名／看護学部　助教
出身地／秋田県秋田市（埼玉県生まれ）
趣　味／お菓子・パン作り、最近は編み物にハマり中
特　技／卓球（現在も日赤病院のチームに加入し、
　　　　全国大会に出場しています）


